地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームはなんばの里
施設種類：　　　　　　　　・小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）
日　　時：令和６年１１月２７日　　　　１４時～１４時５５分
会　　場：グループホームはなんばの里
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	２人
	高齢者あんしん支援センター職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	出雲市職員
	１人

	その他（施設長、潮風苑施設長）
	２人


出席者
（人数）
　　　　　　
（議題）
１．利用者状況報告
２．活動状況報告
３．今後の行事予定について
４．身体拘束等適正化について
（報告・説明事項）※グループホームはなんばの里に関するもの
	1．利用者の状況報告
	・現入所者数、申込者数、入退所状況、入所者状況、（性別、介護度、年齢）
※前回運営推進会議以降入退所各2名

	2．活動状況報告
	・前回運営推進会議以降に実施した主な行事・活動の報告
〔おはぎ作り・個別外出支援（9月）、運動会・多伎中学生職場体験・田植え囃子見学・法人全体防災訓練（10月）〕

	3．今後の行事予定に
ついて
	・クリスマス忘年会（12月18日）、初詣（1月3・4日）

	4．身体拘束等適正化委員会の設置について
	・身体拘束等の状況報告（身体拘束等廃止委員会（詰所会議）からの報告）


●議題1～3（利用者状況・活動状況・今後の行事予定）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
〇　出雲市より
　　防災訓練で避難された田儀農村広場までどのくらいの時間を要しますか。
⇒　施設より
　　避難場所の農村広場までは車で１～２分程度です。
〇　家族の代表より
　　地震・津波の訓練を行われたようですが、火災訓練は年に何回行っておられますか。
⇒　施設より
　　火災訓練については年に2回行っています。
〇　地域住民の代表より
　　個別外出支援とありますが、何人くらいの人が一緒に出掛けますか。
⇒　施設より
　　コロナも落ち着き、今年度から地域やご家族とのつながりを大切にしたいと思い、外出支援を計画しました。基本的には一対一での外出を行っています。主に誕生月に支援していますが、今回報告した方は冬生まれの方でした。寒い時期には外出が難しくなるので、ご家族の希望もあり９月に外出支援を行いました。これまでもご自宅の田植えを見学されたり、好きなパンを買いに出かけたり、ご家族と外出し誕生会を行ったりしてきました。ご家族の協力を得て行うことも沢山あります。
⇒　家族の代表より
　　職員さんが同行してくださり心強かったです。自宅への外出ということで、坂を上らないといけなかったり、座敷に上がるにも段差を越さなければいけなかったのですが、日頃介護しておられるので安心して自宅に迎えることができました。こういった機会は家族にとってもありがたいことなので続けてほしいと思います。
〇　地域住民の代表より
　　折り紙や習字のボランティアは現在中止しているとありますが、再開される予定はありますか。
⇒　施設より
コロナも落ち着き徐々に再開していく考えでいましたが、今年度、個別支援活動を行ってみて集団で何か一つのことを行うよりも、個別にその方に合ったことを行う方が良いのではないかと考えるようになりました。認知症が進行し、出来なくなったことに対しての不安や苛立ちの大きさやを考えると個別での活動に重きを置いた方が良いように思います。機能的に出来なくなった方や実際に習字や折り紙を好まれない方の方が多くいらっしゃいます。また、コロナ禍でボランティアの受け入れを行っていない間にボランティア団体の方もご高齢になり活動を辞められたり、ボランティアをされる方も減少しています。高齢者施設だけに限らず、社会全体が集団で何かしようということから個別へと変化しているように思います。施設としては、ご家族への働きかけはもちろんのこと、必要な時に必要な方を呼び入れたり、出向いたりという働きかけを行っていくことが重要なのではないかと考えています。
〇　地域住民の代表より
　　個別にということになると、職員数も足りなくなり大変ではないですか。
⇒　施設より
　　ボランティアを受け入れ集団で何かをするにも通常の時よりは人手が必要となります。準備から片付けまでを行うとなると、余力もありません。職員をその日に１名増員して個別活動を行う方が時間的には余裕があるような気がします。
⇒　出雲市より
　　どこの施設でも職員不足だと思いますが、掃除などの周辺業務をシルバー人材センターが担っている施設もあります。そういった人材を活用してみてはどうかと思うのですが。
⇒　施設より
　　現在、介護補助員として掃除業務やシーツ交換、食事作りなど行っている職員が３名います。介護職員だけでは行えない業務をしてもらっています。多伎の郷では、こども園がシルバー人材センターの方に来てもらって周辺業務を行ってもらっています。
●議題4（身体拘束等適正化について）
○　施設より身体拘束廃止委員会（詰所会議）の報告
・身体拘束廃止委員会（詰所会議）から別紙のとおり身体的拘束等の状況報告を行った。
　
別紙
	■身体拘束の状況 ： 緊急やむを得ない場合を含め、全く行っていない。
■教育・研修等の開催 ： 令和6年9月11日（水）　詰所会議にて高齢者虐待防止に関すること及び身体拘束等防止に関するマニュアルや指針の読み合わせと説明、見直す箇所がないかどうかの確認を行った。
■日常的ケアに対する取り組みと見直し ： 毎月、各ユニットで高齢者虐待、不適切なケアについて話し合いの場を持ち、翌月の月目標として挙げ取り組んでいる。また、詰所会議にて各ユニットで挙がった日常的ケアに対する見直しを基に日々のケアを全職員で振り返り、適切なケアへと繋げていくようにしている。
インターネットで検索した事例をもとに話し合いの機会を持った。
（事例）車椅子を無言で動かす。　
●何故そうしたのだろう？　
・他のことで忙しく、流れ作業のようにしてしまった。
・声をかけても分からない（聞こえないも含め）と思ったのでは？
・急いでいてすぐに動かしたのかもしれない。
・別のことを考えていて集中できなかったのではないか。
●私ならこうする（目標）
・わからなくても必ず声をかけてから車椅子を動かす。
・必ず呼名してからこれからする行動を説明し行動に移す。
・都度説明してから行動する。
・車いすに限らず、ケア全般において声掛けしてから行動することを徹底する。
●目標達成度（振り返り）
・日頃より声掛けを行いケアが行われている。目標はほぼ達成できている。　　
人を人として対応できているかを問われる事例だと思います。「どうせわからないから・聞こえないから」と声をかけずに行動に移すことは物を扱うことと一緒だと思います。職員はケアを行う前に比較的よく声をかけていると感じています。車椅子を動かす前にしっかり声をかけたり、これから行う行動についても説明しています。これからも継続してもらいご利用者が安心して日常生活を送れるよう支援していきたいと思います。



〇　地域住民の代表より
　　車椅子を無言で動かすということはどういうことですか。
⇒　施設より
　　私たち介護職員は車椅子だけに限らず、何か行動に移す時には必ず声をかけ、これから行うことについて説明するように心がけています。認知症だから高齢者だからということではなく、私たちも黙ってされると不安に感じたり、怒りを覚えたりするはずです。特に認知症を抱える方にとっては私たちの行動が不安や怒りなどを増大させる原因にもなりかねません。声をかけ理解を得たうえで行動に移すことが必要になります。
〇　家族の代表より
　　車椅子を無言で動かすことが身体拘束や虐待になるのですか。
⇒　施設より　
　　不適切なケアとは確実に虐待とは言い切れないものの、適切であるとも言い切れない「グレーゾーン」のケアのことを言います。車椅子を無言で動かすことに関しても明らかな虐待には相当しないと思われますが、適切なケアとも言えない事例です。この不適切なケアの段階で気付き芽を摘んでおくことで、虐待に発展することはないと言われています。「ちょっと待って」と言い切るだけのケアなど言葉による拘束に関しても不適切ケアとして事例を挙げ話し合っています。丁寧な説明や真摯な態度でケアしなければ、認知症であれば必ず出現する症状に加え、私たちの不適切なケアによって、周辺症状という不安や焦りなど心理的部分に支障をきたしてしまうような症状が出現してしまいます。それがないような関わり方を心掛けていかなければならないと感じています。
〇　地域住民の代表より
　　　利用者同士のいじめみたいなものはありますか。
⇒　施設より
　　　あります。咽ることが多いご利用者や同じような行動をするご利用者に対して心ないことを言われる方もいます。どちらが悪いということではなく、どちらのストレスも解消しないといけないと思っています。何故、そういうことを言われるのか、何故そう言う行動をされるのかを考え、双方の気持ちを知ったうえでケアしていかないといけないと思います。職員は人手がない中でもお互いが嫌な思いをしないようにと食事時間や活動の時間をずらしたりして、できるだけ顔を合わす時間が重ならないよう工夫しています。
（その他）
○　次回開催予定日　　グループホームはなんばの里　　　１月下旬
※デイサービスセンターやまももとの合同開催
グループホーム








